ん はいうて いるな あ。 此 {^ へく ると、 ジ ユウつ と、 水 

が 滲み わたるよ うじ やというて たが、 わし もそう 思い 

ます 」 

「岡 田 八千代さん は、 水が すきで、 御飯へ も かけて 食 

ベます もの、 夏 は 氷で 冷たく したの を ご 

「や、 そか？」 

ほお 

鼓村 師の、 大きな 体と、 ひろびろした 頰を もつ 顔に 

こと 

似合わない、 小い さな 眼が、 箏の 上に 顔 ごと つきださ 

れた。 

え わし うち がけ やまぶき よ 

「水 は 好い もんじ やな あ、 麴 町の 家の 崖に、 山吹が 良 

う 咲いて いるが、 下に 水が あると 好え のじ やが —— 」 



ためいき 

というと、 何処でもお 弁当 を 食べ だすと、 溜息の よう 

^ J 、 

「それが な あ、 汽車の なかで でもで —— 汽車 じ やとい 

うたと ころが 四十 分 そこそこの 横 浜と 東京の 間で、 そ 

れも 買って 食べる ので はない の だから、 ちゃんと、 弁 

当 箱 を 出す の だから わしの 方が 恥 かしく つて、 顔 見ら 

れ るよう で愁 かった が、 すま あして やっとる。 見と る 

とわし も 腹が 空く が、 横 浜まで は 何も 売って はおらん 

ので —— J 

鼓村 師は、 大きな 口と、 小さな 眼で 笑った。 

ひざ 

そう 言う うちに 膝の 上で、 箏の 調子 はあって いた。 



かく づめ は 

大きな、 厚い、 角 爪が 指に 嵌められ ると、 身づくろい 

して 首が 下げられた。 

私 も、 ずっと 離れて、 聴く に ほどよい 席に つき、 お 

辞儀 をす ると、 膝の 上に 手 を 重ねた。 

渡り 廊の 方に、 聴きに 寄って いるものた ちがいる 様 

レ ま 、- ^すま 

子で、 父 は 向う の 居間で 聴いて いる 気配だった。 襖 

の 横に は 妹た ちが 来た。 

荘重なる 音色、 これが 箏 かと 思われる ほど、 他の 流 

と は 異なる 大き やかな、 深みの ある、 そして 幅広い 弾 

奏 だった。 十三 弦 は 暴風雨 を 招んで、 相模の 海に 荒ぶ 

る、 洋 のうな りと、 風雨の 雄 叫け び を 目の前に 耳に す 



おしお く- *?- ね ろ 

押送り 船が、 すぐ 眼の 前 を 櫓 拍子い さましく 通って ゆ 

くの が 見える。 

「ああ、 よかった ご 

誰い うとな く 眩 やき かわす と、 

「あの 船 も、 あっち やから 来たん じ やね ご 

鼓村 師は、 庭へ 出れば、 安房 上 総の 山脈が、 紫 青く 

見える の を 知ってい るので、 ふと、 そんな こと を 言つ 

ている。 

曲から うけた 感銘に、 ほろほろと している 主客 を、 

そうめん 

救って くれたの は、 鼓村 師の 好きな 素麵 だった。 古く 

からい る、 年と つた 女中 は、 弾奏の あとで、 冷たい も 



ふき 

のを悦 ばれる の を 知ってい るので、 大きな 鉢へ 藤の 葉 

を 敷いて、 透き通る ように 洗った 素麵を 盛った の を、 

そのまま 鼓村 師の 膝の 前へ 押しつけた。 

「これ を、 みな 食べたら、 恥 かしい がな ご 

そう 言いながら、 一 鉢 はすぐ になくな つてし まつた- 

それと 同時に、 

「あなた 様の 分 は、 もう 一 鉢 ございま すご 

と、 代りの、 前のより も 大きい 鉢が 運ばれて 来た。 

まいこ 

大きな 人が、 舞妓で もす るよう に はにかんで、 口 を 

つまんで、 スッ、 へ、 スッ、 へ、 と 中へ 笑いながら、 

その 鉢 も 引きよ せた が、 素麵 を、 するりと 咽喉に すべ 



フテ キー 皿と、 葡萄が 六顆 ばかり。 お母さんが、 ちゃ 

こし ひと 

んと 捲らえ て、 食べる 娘 は 机の 上の 時計 を 見て いて I 

I」 

「なんじ や、 あんた、 知つ とる のか？ その 女子 ご 

素麵を 滝の ように 口にした まま、 眼を剝 いたのが、 

黒い 顔に、 いかにもび つくらし たという ふうだった。 

「ええ。」 

なか え あき 

お腹から 押し出て くる 笑まい を、 わたし は 呆れて い 

る、 素麵の 上に ある その 顔に むけた。 

「横 浜と いえば そうでな くった つて、 あんな 人 は、 

まあないでしょう、 浜 子で なければ —— I 



弟で、 洋食 は、 グランド. ホテルの クック 長が 来て い 

さんや 

たから、 おばさんの 腕前 は 一流です。 それに、 山 谷の 

やお ぜん うち 

八 百 善 は 妹の 家です から —— 」 

え ど と ど 

江戸の 味覚 は、 浅 草 山 谷に 止め を 差す ように、 会席 

料理 八 百 善の 名 は、 沽券が 高かった のだった。 

「浜 子さん が、 ムッと 黙って いるので、 おばさんが、 

その代りに ニコニコ、 ニコ 二 コ して、 阿亀さん がわら つ 

ている ように、 例 も 笑い顔 をして るで しょうご 

「そう や、 そう や ご 

鼓村 氏 は、 浜 子が 体が 弱い ので、 転地ば かりして い 

るから、 その 時 持って ゆく のに 具合の 妙い、 寸づ まり 



しょうそ ういん ぎょぶつ かた 

で、 幅の広い 箏を、 正 倉院の 御物の 形ち を模 して 造ら 

せた 話 をした。 

とびら 

r 箏の 裏板へ 大きな 扉 をつ けて、 あの 開閉で、 響き や、 

ねいろ うま 

音色の 具合 を 見ようと いう 試みね、 巧く いって くれれ 

ばよう ござんす ね。」 

あの 箏の、 裏板の パネ を 鼓村 師が 考えて いる こと も、 

わたし は 知っていた。 

「あれ は、 わし も 期待して います。 わしゃ あ、 i 清 戦 

争に 琵琶 を 背負って い つ て、 偉く 働ら いたり 琵琶 少尉 

もろ 

の 名 も 貰うたり したが、 なん やら それで 徹した ものが 

あって、 京 極流 も 出来 上った が、 あの人 は、 なんで あ 



ん なに、 箏に はいって いった もの かな あご 

いちもんじ くにとし かたな 

わたしの 眼に、 ふっと、 一文字 国 俊の 刀が 見えた。 

うち くら 

と 同時に、 横 浜の 家の、 土蔵の 二階 一 ぱいの 書籍の 集 

積が 思い出された。 

才力 ま 4a 

わたしが、 知りたい ものが あるとき、 我儘な わたし 

は、 自分で 図書館へ 行かずに、 かくの ごとき ものが ほ 

そうろう 

しく 候 と 書いて 手紙 を 出せば、 たちどころに、 何の 

中に かく ありまし たと、 それ は 明細に、 一 字 一 点の 落 

ち もな く 奇麗に 写して よこして くれる のが 彼女だった。 

あんまり それが キ チンと している ので、 わたし は 彼女 

の 芸術が 面白くなくなる 憂いが あり はしない かと、 余 



が、 コ チコ チに 堅くな つて、 背中 を 丸く して 聴いて い 

ました。 ある 時、 お父さんが、 浚って いる 音色 をき い 

のち ま 

て、 待って くれと、 坐り 直してから、 その後 は、 間 を 

へだてても、 キ チンと 正坐して 聴いた もの だとい いま 

ごほう び 

す。 で、 そのお 父さんが、 何 かにつ けて、 御 褒美 をく 

ださる のに、 女の子の、 浜 子が 望む の は、 刀な ので I 

I」 

「刀？ これ は 妙 だ ご 

鼓村さん はます ます 興 ありげ に 聴いて いる。 

「ええ、 あの人 は、 幾 振り か 持って います。 そのな か 

で、 思いがけない、 今では、 国宝 級の 国 俊 も、 お 父 さ 



うち 

けて ゆく と、 立派な 家で、 集まって いる 人た ち も、 浜 

子 刀自と は、 どんな 人 かと みんなが 堅くな つてい ると、 

ふりそで たて や ち 

現われた の は、 紫の 振袖 を 着て 竪 矢の 字に 結んだ、 小つ 

あぜん 

こい 小娘だった ので、 啞 然として しまったが、 その 態 

度 は 落ちつき はら つ て いたと 」 

あは はと、 笑いだ した 鼓村さん は、 突然、 

「 步 ォ 岁 ホ II 

うち 

と、 わたしに 指差して 教えた。 家の ものた ちが、 土手 

の はずれの 方へ いって、 ワイ ワイ 騒いで いるの だった。 

老父 も 座敷の 前の 庭 を 横ぎ つてい つた。 

「どうしたので すか？」 



もと、 遊廓と 芝居 は 離れない 因縁 を もっていて —— 歌 

舞 伎の 創業 時代に 遊女が 小屋が け をした ことな ど を 

いってい ると、 それだけ でも 長くなる が —— 江戸 開府 

のころ、 日本 橋 区 人形 町 附近の、 葭の 生えて いるよう 

な 土地 を 埋めた てたり して、 葭原 という 廓が 出来、 

すみよし ちょう なにわち よう 

住吉 町、 浪花 町な どと、 出身地の 地名 を かたどった 盛 

り 場と なり、 その 近くへ 芝居小屋が 建築され た それが、 

いわゆる 三 座と 称せられた 江戸 大 劇場の 濫觴で (中 

村 座、 巿村 座、 山村 座。 そのうち 山村 座 は、 奥 女中 

えし ま いくしま しんごろう 

江 島と、 俳優 生 島 新 五郎の ことで 取りつ ぶされ た)、 

さかいち よう ふきやち よう たんぼ 

堺 町、 葺屋 町に あった。 大火 後、 遊廓 は 浅 草 田圃へ 



思って いたりす るので、 勘弥 とその 人た ち を 結びつか 

せた。 

時 は、 洋行 帰りの 新人 や、 学者た ちの 間に、 丁度 演 

ぼ つ こう 

劇 改良 熱の 勃興しつつ あつたお りで、 勘弥は その 機運 

を いちはやく も摑ん だの だ。 で、 新 富 座 本建築の とき 

は、 四十 二 軒あった 附属 茶屋 を、 大 茶屋の 十六 軒 だけ 

ちゅう まぐち 

残して、 あと は 中 茶屋 も 廃した。 間口の 広い、 建築 も 

立派な 茶屋 だけ 残した の だから、 華やかな はずだった。 

つい 十 年 ほど 前の、 旧幕 時代に は、 芝居 者 は 河原 乞 



食と 賤 しめられ、 編 笠 を かぶらなければ、 巿中を 歩か 

ま， S まこ 

せなかった という。 差別待遇が 甚 しかった ため、 七 



代 目 団十郎 (隠居して 海老 蔵、 白 猿と 号す) は、 

にしき 

錦 着て 畳の 上の 乞食 かな 

と 白した ほどのば からし さが、 新 富 座 開場 式に は、 俳 

優の 頭領 巿川団 十郎を はじめ、 尾 上 菊 五郎、 巿 川左団 

次から 以下、 劇場 関係者 一同、 フロック コー トで 整列 

し、 来賓に は、 三 条太政 大臣 を 筆頭に、 高級 官吏、 民 

間 名士、 外国 使臣た ちまで 招待した のだった。 

それからの 新 富 座 は、 外賓 接待に は 洩らされない 

場処 となって、 ドイツ 皇孫へ ンリ— 親王の 来朝の 時 か 

ら、 我国の 宮殿 下方 もお 揃いに て 成らせられ、 その 時 

なべし ま だ て 

の 接待係 は、 鍋 島、 伊達の 大 華族で あり、 その あとへ 



ホンコン たいしゅ 

は 香港の 太守、 その 次へ は 米国 前大統領 グラント 将軍 

という 順に、 国賓た ち を 迎えた。 

欧風 熱 は 沸騰して、 十二 年の 九月に は、 外国 役者の 

一 座、 英、 来、 仏 人 混合の 一 座 を かけたり したが、 言 

葉が わからな いので 一 般には 不向きで 不入りだった と 

いう、 種々 の 経緯 はあった が、 新 富 座 は 劇道 人の 向上 

あざぶ とリ いざか 

に はたい した 役割 を もった。 その後、 麻布 鳥居 坂の 井 

上 邸で、 天覧 芝居と いう、 破天荒の 悦び を もつ ことに 

なった の だ。 

読者 は、 本文と、 関係 もな さそうな こと を、 なんで 

長々 と 書いて いるの だと、 お思いになる かもしれ ない _ 



を 求め 許した。 そして、 団十郎 以外に も、 彼に ならん 

で 名人 菊 五郎の ある こと も 知った。 

あきのみ や 

「勧進帳」 その他が、 明治天皇 陛下、 皇后 宫、 皇太后 

の宫 と、 天覧に つづき 台覧に なった こと は、 劇界ば か 

しげき 

りで はない、 諸芸の 刺戟に なった の だ。 ことに、 堀 越 

い ん せき おぎ わら 

家と は 姻戚に、 荻 原 浜 子の 母方 はなって いる。 浜 子が 

すえ まっせい ひょう 

八 歳の 明治 廿 一年に は、 末 松 青萍 氏た ちの 演劇 改良 

ひろぶ み 

の 会が (末 松 氏 は 伊藤博文の 婿) 「演芸 矯風 会」 に 転身 

して、 七月 八日に 発会式 を、 鹿 鳴 館で 催し、 来賓 は皇 

族 方 を はじめ 一 千 余 名の 盛会で、 団十郎 氏 令嬢の、 

じつ こ ふきこ 

実子と 扶貴 子が、 浜 子と あまりち がわない 年齢で、 



ない、 明治 八 年 ごろの、 築地 風俗に、 こんな 日常 時 

小話が ある。 

当時の 新聞から と つ て 見る と、 

はだえ てきてき びゃくれん あり 

雪の 肌 に 滴々 たる 水 は 白蓮 の 露 をお びた る 有さ 

一 一、 o 

つやつや しま だまげ 

艷々 したる 島 田鬍も 少しと け かかり、 自由自在に 

行きつ もどりつ して 泳ぐ さま は、 竜の 都の 乙姫が、 

みつう じ きょひめ ひだ かが わ 

光 氏 を 慕って 河に 現じた リ。 また 清 姫が 日 高 川へ 

飛び こんで、 安珍 を 追った とき はこん な もの か、 

十七 や 十八で 豪気な もの。 

あいび きば し ば よせう ちかわ 

と、 合 引 橋の 泳ぎ 場で、 新 富 町の 寄席、 内川亭 にいる 



ぶ ぶ にえ あたま 

に、 一、 二分 I 刈りの 赤い 熱 頭の 上へ、 こごんだ まま、 

ザブッ とぶ つかけ てし まった。 

箏の 上で ある。 夕立ちの ように 水 は 落ちた。 それ も 

知らないで 彼 は 熱中して いる。 和 三 郎は小 腕 を まくつ 

て、 ブル ブル 慄 えながら、 冷静 を とりもど そうとして 

キ セル つ ほざら 

煙管に 火 を 点けた が、 のぼせて いるので 火皿の 方 を 口 

へ もっていった。 

みんな、 座中の もの は、 びっくりし たように、 おか 

しさ もお かしし では あるが、 気の毒 さで 押 だまって し 

まっていた。 

ひざ ことじり 

と、 その 時、 その 騒ぎと 引き離れ て、 膝の 上に 箏尻 



のげ むら 

「うん、 でも、 歩いて 見たかった の、 芒 村から、 横 浜 

しんでん 

新田 を 眺めた、 昔の 絵が 実によ かった もの だから ご 

さ つき 

そんな ことつ けたり で、 先刻、 横 浜 駅前の (現今の 

さくらぎ ちょう かね おのえ ちょう 

桜 木 町 駅) 鉄の 橋 を 横に 見て、 いつもの 通り、 尾 上 町 

の 方へ 出ようと する 河岸 つ ぷちを 通る と、 靜 荷 を 製造 

にお そうかい 

している 薄荷の 香い が、 爽快に 鼻 を ひっこす つた、 あ 

のスッ とした 香 を 思いだ して、 私 は 一 気に 言った。 

「坪 内 先生の 浦 島ね、 竜宮のと ころ だけ、 作曲しても 

らいたい の ご 

「だめ、 だめ ご 

あき 

浜 子 は 強い 近眼鏡 を 光らして、 呆れた ように、 



の 響き ひとつで あると いう 真剣 さが 溢れて いた。 

私 は、 縁側の 障子 を 開いた。 高みから 見る 横 浜 関 内 

まちまち はな 

の、 街々 の 灯 は 華の ように ちらめ いて、 海の 方に も 

ていはく せん ほかげ ま 

碇泊 船の 燈 影が 星の ようにあった。 次の間の 境 を あけ 

うち 

ると、 家の人た ち は、 二人で むっつり 帰って来て、 燈 

もっけない 室で、 箏 をと り 出して、 弾く ので もな く、 

何 かもず もず やって いるので、 何 ごと かと 案じて いた 

ように、 そっと 来て 様子 を 見て いた。 

「こんど、 菊 五郎と、 狂言 座と いう 研究 劇団 を 組織し 

て、 帝劇で、 坪 内 先生の 楽劇 『浦 島』 を やらせて 頂け 

るので、 浜 子さん に、 箏を 引受けても らいたい ので I 



I」 

と、 私 は 説明して、 

「やって もらえる か、 もらえな いか。 この 音が、 何処 

まで 響く か —— 出来る 出来ない より、 きこえな いよう 

な ものが 弾いた つ てしょう がない というので すご 

そう 言い足す と、 浜 子 は、 その 通りと いうよう に、 

絃に 触れながら、 頷 いた。 

浜 子のお 母さん ほどかい 人 はない。 そして、 浜 子の 

養子さん の 賢 吾さん もまた、 それに 劣らず よい 人で、 

浜 子の 芸術に 尊敬 を もっている。 

お母さん は 奥深い 土蔵 前に 陣 どり、 賢 吾さん や、 女 



「まあ、 まあ、 まあ。 そうで ございま すか、 浜さん が、 

やる と 申しました か？」 

顔 中が、 笑まいで くずれそう にいう 母御へ むかって、 

「あなた 方 は、 おやつ ちゃんが 来たと きから、 気持に 

縛られて しま つ ていたの です よご 

と、 もう 彼女 は、 楽劇 「浦 島」 の 初版 本 を 出して 来て、 

わたしのと 突き あわして いる。 

改めて 私 は、 もう 一 度、 一 番 低い 音 をき かせて もらつ 

た。 

「この 絃を、 もう 三本 か 五本 足して、 箏の丈 を、 もう 

一 尺ば かり 長く して 見よう か。 - 



時雨さん の疳癩 もたいし たもんだ ご 

なぞと いわれた が、 過日、 『源氏物語』 劇化に ついて、 

随分お 骨折な された にもかかわらず、 良い 結果 を 見な 

かった あとで、 氏の 顔 を 見た 時に、 当局の 許可 不 許可 

にか かわらず、 芝居 道と いう ものが どんな もので、 疳 

ふ み 

癩を 起しても どうも ならない という こと を、 さぞ 不味 

にお 味い になった こと も 多かったろう、 当年の 疳癩 

など、 芸術家と しての 疳癩 で、 むしろ、 思 出 は 悪くな 

いと 思った。 

なかまく 

が、 そういう 大規模の 中幕 「浦 島」 の 竜宮での 歓楽 

力 t 

と、 乙姫との 別れの 舞踊劇 は、 浦 島の 冠り ものと か、 



履と か あまりに (奈良 朝 期の) 実物 通りに よく 出来た 

ので、 首が 動かせず さすがの 菊 五郎 も 踊れ なくなって 

しまった りして、 箏の 作曲の 評判 はすば らしく よかつ 

た。 

「浜 子さん、 あなた は、 自分の 箏を、 もっと 生かして 

見る 気 はない ご 

病弱であった 私 は、 何 かしら、 精一 ぱいの こと をし 

ていなければ、 生きて いる 気の しない 気質だった ので、 

軀 の 弱い 彼女に、 生きて いるかぎ り、 カー ぱいの もの 

を 残させたい 気がして、 ある 日、 差 向いで いると きに 



い もうせん 

節だった。 好い 毛氈の 上に 幾 面 かの 箏が 出されて ある。 

はかま 

猿 之 助 は、 黒の 紋附 きの 羽織に 袴 をつ けて、 

； D ぎ わら 

「荻 原さん、 聴 入れて 頂きまして、 ありがとう ござい 

ます 」 

と、 手 をつ いていった。 浜 子 も 丁寧に おじぎ を かえし 

た。 

であるから、 いかなる 異変が あっても、 この 約束 は 

破れない と、 私 は 信じた。 が、 遅れて はいって 来た 春 

子 は、 いかにも 腹が立つ ように、 苛々 そこら を 歩いて、 

唾 を 吐いたり した。 猿 之 助 は 帰った あとで、 尺八の 方 

の 人が 残って いたが、 それ も 帰る と、 浜 子の 芸術 を 



二 代 つづいて 死んだ ので、 そのまま になって いたの も、 

取らず じ ま いに なって しま つ た。 

「金持ち なんて、 それ は 間違いだ けれど、 品物 だけ は 

どうにかこう にか、 あるに は ある ご 

と、 浜 子 はいって いたが、 名物 もの や、 美術品な ど は 

さほどで ない としても、 横 浜 開港 時に 手に入れた 舶来 

きりこ つぼ 

品が、 忘れて しまう ほど あつたの だ。 切 子の 壺 ばかり 

も、 好い のが 沢山あった。 古い 洋酒が、 土蔵の 縁の下 

な 力 もち あ.； -がみ 

に コロコ 口して いて、 長 持の 中 は、 合 紙が わりに、 信 

まわた 

州から 来る 真綿が まるめて、 ギッ シリ押 込んで あり、 

おなじような 柄の 大 島が すりが、 巻いた ままで、 幾 本 



も はい つ ていて 忘れた という ふうであった。 

こうりん まきえ 

「おやつ ちゃんに 見せた こと あるか しら、 光琳の 蒔絵 

の 重箱 を ご 

と、 いうと、 賢 吾 氏が、 二十 五 歳に もなる が、 そんな 

の は 私 も 見た ことがない というよう であった。 

< ら すまい し 

炭 は、 土蔵の 縁の下に も 住居の 下に も、 湿け ない よ 

かたずみ うち 

うにと 堅炭が 一 ぱい 入れて あると いった 家で、 浜 子 一 

代 は、 どんな ことがあっても 家に 手 を 入れないで すむ 

ようにと、 壁の 中に も 鉄棒の しんの 入れて ある 念入り 

の 普請 を、 父親 は 残して おいた。 それら は みんな、 大 

正 十一 一年の 震 火災で あ ともなくな つてし まった。 



「外国の 保険 だの、 外国の 銀行に あった もの だのが、 

かえって、 こっちで は、 わから なくなって しまっても、 

ポ ッポッ 先方から 知らせて くれて ご 

と、 彼女 は 言った。 身 を もって 逃れて、 路で 草履 を 拾つ 

て 母に はかした といった ほど、 何もかも 失って しまつ 

たが、 秩序が 回復す ると、 私たちに くらべれば、 やつ 

のど 

ぱリ閑 かに 募して ゆけ る 人 だ つ た。 

「お 店が ああな つて、 横 浜に いなく つて 好い の だから、 

うち 

東京へ 来る のに、 家 を 売ろうかと 思って いるう ちに I 

I」 

邸 は 震 火に 失って しまったの だ。 彼女 は あんまり 用 



心 深かった ことが いけなかった といった。 ーッ ひとつ、 

こと 

思 出の 深い 箏も、 みんな 焼いて しまったが、 思いが け 

てら じ ま 

ない 悦び は、 芝の 寺 島 (菊 五郎 家) 氏から、 衣類 を もつ 

うち くら 

て 見舞いに いった 者が、 家で も 角の 土蔵 は 焼けた が、 

おもや 

母屋 や、 奥 蔵が 残って といって、 ぉ預 りして ある 箏も 

無事です といった。 

わかくさ 

「おお、 『若草』 が —— 」 

彼女 は、 すぐに も、 『若草』 という 箏の絃 に 触れて 見 

たい 衝動 を、 おさえられなかった ほどだった。 

数日の 後、 荻 原 一家 は、 神奈川 台の 島 津春子 刀自の 

家に いた。 この 人 も 長い間の、 年長の 友達であった。 



ほ とん もとこ ふじ まかん そが 

彼女 は、 近年 は 殆ど、 高 橋 元 子 (藤 間 勘 素娥) の 舞 

踊 茂 登 女 会に 出演し、 作曲して いた。 元 子のお 母さん 

きょうだ い 

姉妹 も、 浜 子の 友 だち だった。 元 子 も 朱絃舎 門下で、 

浜 子の 晩年の 日記 は、 元 子 を 恋人と さえ 呼んで いたが、 

育ち ゆく 人々 は、 いつまでも 彼女の 秘蔵 弟子、 愛しい 

人形で はいなかった から、 彼女 は怏々 と 楽しまない 日 

ひつぎ 

が つづいて、 そのうちに 坪 内 先生のお 棺を 送り、 すぐ 

また、 五十 余 年 を、 一 日 も 傍 を 離れなかった、 浜 子 

の 老母が、 ぼくり と、 それ こそ ぼく リと、 早朝 顔 を 洗 

ふしど 

いながら、 臥床から 離れる 娘へ、 

「羽織 を ひっかけな いと 寒い よご 



まり 

が、 その 波形 は 彫で なくって、 みんな、 薄い板が 組み 

合せて あるので すご 

その 手の こんだ 細工の 波が たは、 箏の縁 を、 すつ か 

りと りかこんで いるの だった。 彼女 はこの 箏に 

「青 海 波」 の 名 を 与え、 青い 絃を 懸けた。 

「この 箏で、 五十 年の 祝いに は 弾こうと 思う。 鼓村 さ 

なち しゅん せん 

ん (那智 俊宣) が、 放送した の もこれ、 赤 坂 三 会堂で 

演奏会 を 催して、 この 箏 について 説明 をして、 巻物に 

して 書いて おくる といって いたが、 そのまま になって 

しま つ て 」 

京都へ 行って から、 鼓村さん は 絵の 方 を 主にして、 
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